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b）mesenchymal andαⅤ－family（expectαⅤβ6）integrin andIS was
enhancedsigni丘cantly．








We have demonstrated the trend that the deeper UGCinvadedin the
StOmaChwall，thelessepithelialISandmoremesenchymalISofβ1fhmily
Were eXPreSSed．ThistrendmayreflectEMT，Whichis commonintumor








Our results have demonstrated that the novel method ofdouble APAAP
Stainlng With subse－quent quantitative analysIS Of digitalimagesis
applicable to analyses ofintegrlnS eXPreSSionin UGC，in which the
recognltlOnOfcancercellsisnoteasy．
IncomparisonwithroutineIHC／IFstainlng，thismethodhasallowedusto
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（学位論文審査の結果の要旨）
未分化型胃癌は、問質と接する面が多く、癌細胞と問質との相互作用の研究に適して
いるが、腫瘍細胞と間質細胞との識別が容易でなく、上皮間菓転換の研究には工夫が必
要であった。本研究では、上皮間質問相互作用で重要な働きをしているインテグリンに
着目し、同一切片でSequentialにインテグリンと上皮マーカーの二重免疫染色を行い、
各ステップの画像をコンピュータ上で重ね合わせ、定量的解析を行なう手法を開発し
た。これを個々の腫瘍の複数個所に用いて、癌進展に伴い、上皮インテグリンの発現低
下と、間菓インテグリン、がん胎児性インテグリンの発現元進を明らかにした。これは、
末分化型胃癌の進展に上皮開業転換が重要な役割を果たしていることを示唆している。
本論文は、上皮間菓間相互作用の研究に有効な方法論を開発し、それを用いて腫瘍進
展の研究に新たな知見を加えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を
受け、博士（医学）の学位論文に値するものと認められた。
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